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キャリアデザイン学部での教育と
研究を振り返る
法政大学キャリアデザイン学部教授 福田 敏彦
私は２０１１年３月に定年退職を迎えることになった。私がキャリアデザイン学
部で仕事をすることになった２００４年４月から現在までを、教育と研究に焦点を
あてて振り返ってみたい。
１ 就任以前
１９７０年４月から２００４年３月まで㈱電通に勤務して、広告関連の実務を行っ
た。
担当した仕事は大きく分けてテレビ媒体、マーケティング、広報である。研
究部門にいたことはなく、行ったのはすべて現場の仕事である。この間に社の
地域情報発信プロジェクトメンバー、電通１００年史の編集長なども務めた。テ
レビアニメの脚本を１０数本執筆したこともある。
１９９０年代くらいから非常勤講師の依頼が来るようになり、社に勤務しながら
教育活動を行った。
東京大学社会情報研究所非常勤講師「広告・広報論」１９９２年４月―９月
埼玉大学教養学部非常勤講師「コミュニケーション論特殊講義」１９９４年１０月
―１９９５年３月、１９９６年１０月―１９９７年３月、１９９８年１０月―１９９９年３月
早稲田大学エクステンションセンター（八丁堀校）非常勤講師２００１年１１月、
２００２年６月「マーケティング最前線―モノのマーケティングから文化のマー
ケティングへ」
研究活動は、８０年代から自主的な研究グループ ADSEC（Advertising Semi-
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otics Circle）、日本広告学会を中心に行なった。関連する主な著書は以下。
『物語マーケティング』竹内書店新社、１９９０年
「物語論」と「マーケティング」の結合により、マーケティングの理論と実
践の新分野開拓を試みた。
ストーリー性を持った商品、広告などの事例を紹介。これを踏まえた上で、
V・プロップ、A・ダンデス、A・J・グレマス、R・バルトほかの考え方を参
考にして「物語マーケティング」の理論を開発した。
“Société et Publicité Nipponnes～Kaléidoscope du Japon contemporain～”
１２articlesの内、以下の２articlesを担当。
・La charte de communication des enterprises japonaises～vision pour le
futur et exploitation des mix médias～
・Décentralisation et communications des collectivités locales au Japon～
Etude sur la publicité dans la presse～
Editions You−Feng（フランスで出版）２００２年
本人執筆の論文のうちの一篇「６章 日本企業のコミュニケーション活動―
未来ビジョンの表現とメディアミックス―」は、トヨタ自動車、ソニー、資生
堂などの事例をあげながら、未来へ向けた企業ビジョンの確立とそれを核とし
た広告表現、およびマスメディア、インターネットなど多様なメディアの組み
合わせを行っているコミュニケーション活動を紹介し、今後を展望した。
もう一篇「８章 日本における地方分権の潮流と地方自治体の情報発信活動
―新聞広告を中心とした考察―」は、最近の日本における地方分権の潮流およ
び１９９４年から始まった新聞広告による地域情報発信について紹介。続いてこれ
と関連した分野における日本とフランスの比較を行った。その上で、地方分権
と地方自治体の情報発信の今後を展望した。
２ 学部での教育活動
２００４年４月からキャリアデザイン学部教授に就任することになった。教育に
ついては、理論だけではなく、実務だけでもなく、両方をつなぐような授業を
行なうよう努力した。
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担当した専門科目は以下である。
・マーケティングと文化、・メディア文化論、・広告ビジネス論、・キャリ
アデザイン学基礎演習（２年ゼミ）、・キャリアデザイン学演習（ゼミ）
それぞれのシラバスの一部と、学生による授業改善アンケートの結果の一部
を紹介する。
・マーケティングと文化
（授業の到達目標及びテーマ）
マーケティングと文化が重なる領域は、個々人がキャリアを考える上で特に
留意すべきところとなってきている。背景には情報・知識社会の進展、国際
化、成熟化、産業の文化化と文化の産業化がある。
この授業では、キャリアデザインの視点からマーケティングと文化について
考察する。近い将来この分野で生き、働く上で有意義な考え方と方法を身につ
けることを目標とする。
（授業の概要と方法）キャリアデザイン、マーケティング、文化を全体的・
動的にとらえるとともに、相互の結合を図る。毎回事例研究を行なう。課題に
ついて学生に考えてもらう機会を設ける。
（授業計画）
第１回 オリエンテーション
第２回 キャリアデザイン、マーケティング、文化
第３回～第５回 マーケティングを理解する
第６回～第９回 マーケティングと文化を理解する
第１０回 職業・仕事としてのマーケティングと文化
第１１回 「マーケティングと文化」領域のキャリアモデル
第１２回 キャリアデザインとマーケティング―相互乗り入れの可能性
第１３回 大学でキャリアデザインを学ぶ―マーケティングと文化の領域と関
連して―
第１４回 試験
・メディア文化論
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（授業の到達目標及びテーマ）
キャリアデザインとメディア文化の関連について理解するとともに、メディ
ア文化と批評的創造的に関わる能力を身につけることを目標とする。
テレビ、新聞、雑誌、映画、アニメ、パソコン、ケータイなど多様なメディ
アを考察の対象とする。
メディア文化についての基礎的な知識を得るだけでなく、将来メディア関連
の仕事についた時に有益な授業内容としたい。
（授業の概要と方法）
キャリアデザイン学部におけるメディア文化論であることを意識しながら進
める。
特に、生きること・働くことがメディアでどのように表現されているか、自
分ならどのように表現するかについては重点テーマとして追求したい。
「ズームイン＆ズームアウト」コーナーを設けて、実際に放映・掲載された
事例を考察し、メディア文化に関する理解をさらに深める。
パワーポイント、DVD、ビデオなど映像資料を積極的に活用する。
（授業計画）
第１回 オリエンテーション
第２回 キャリアデザイン学部でメディア文化を学ぶ
第３回―第４回 メディア文化の歴史的考察①②
第５回―第６回 メディアとコミュニケーション①②
第７回―第８回 メディアと物語①②
第９回 アニメーション
第１０回 メディアスポーツ
第１１回 電子メディアと文化
第１２回 メディア文化とキャリアデザイン
第１３回 今後の学びへ向けて
第１４回 試験
・広告ビジネス論
（授業の到達目標及びテーマ）
８ 法政大学キャリアデザイン学部紀要第８号
Hosei University Repository
キャリアのひとつである広告について、ビジネスの面から考察する。
広告ビジネスは今、変革期にあり、これまでとは異なる発想で取り組むこと
が求められている。この状況に対応しうる知識と能力を身につけるのが到達目
標である。
（授業の概要と方法）
広告を有料のコミュニケーションとしてとらえて考察を進める。
広告会社の視点からの考察を中心とする。企業、メディアと広告の関連につ
いては、広告会社との関連のなかで説明する。
広報もとりあげる。
広告プレゼンテーションを行う学生（個人、グループ）を募集し、実際にプ
レゼンテーションを行なってもらう（２回を予定）。
ゲスト講師 １～２人を予定。
各広告賞の入賞作、世界の CM、歴史に残る広告、インターネット広告な
ど、できるだけ多くの事例紹介を行いながら進める。
（授業計画）
第１回 オリエンテーション
第２回―第４回 広告ビジネス入門①②③
第５回 「学生による広告プレゼンテーション」（希望者がいない場合は別
企画）
第６回―第７回 広告ビジネスは今①②
第８回―第９回 グローバル時代と広告ビジネス①②
第１０回 ネット時代と広告ビジネス
第１１回 学生による広告プレゼンテーション（希望者がいない場合は別企
画）
第１２回 広告・広告産業の歴史
第１３回 広告ビジネスの今後とキャリアデザイン
第１４回 試験
・キャリアデザイン学基礎演習（２年ゼミ）
（授業の到達目標及びテーマ）
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文化の中で重要な位置を占めるのが物語である。物語は狭い意味では平安時
代から室町時代までの散文の文学作品を指すが、最近では広い意味で使用され
る。神話、昔話、演劇、小説、映画、テレビドラマ、マンガ、アニメーション
など多様なかたちをとって物語は存在する。さらに歴史記述、新聞記事、ド
キュメンタリー、企業コミュニケーション、CM、会話も多くは物語として展
開している。人のキャリアも物語として表現され、伝わる。
物語はばらばらの出来事に秩序を与え、人生の意味について気づかせ、人と
人を結びつける。多くは人にとって有益である。
しかし一方で物語は、意識しないままに人を停滞させる、酔わせてある方向
へ連行するなどの警戒すべき面も持っている。
この演習では、物語論を学び、物語の本質・構造について理解するととも
に、これをキャリアデザインおよびさまざまな分野の仕事に生かす方法につい
て考える。以上を通してよりよい人生・文化を創造する能力を身につけること
を到達目標とする
（授業の概要と方法）
講義、グループ研究（ディスカッション、プレゼンテーション）、個人研究
（意見発表、レポート）により進める。
３段階で学習。
１）物語論の基礎。アリストテレス、プロップ、バルト、グレマス、ロトマ
ン、エーコ、アダンほかの理論を学ぶ。
問題意識：①多種多様に見える物語であるが、基底には共通の構造が存在す
るのではないか ②日本型の物語の問題点と可能性は
２）物語論の応用。本やスクリーンにとどまらず、より広い世界で。キャリ
アデザイン、マネジメント、企業コミュニケーション、マーケティング、広告・
広報、メディア企画、観光・物産開発ほかと関連した具体的な仕事に活用する
方法を考える。問題意識―よりよい人生・文化につながる物語とは
３）研究発表。プレゼンテーション（グループ）とレポート提出（個人）。
（授業計画）
第１回 オリエンテーション、物語論の基礎①
第２回―第５回 物語論の基礎②③④⑤
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第６回 グループ研究のプレゼンテーション
第７回―第８回 物語論の応用①②
第９回 物語論の応用③ 個人研究の中間発表
第１０回 物語論の応用④
第１１回 物語論の応用⑤ 個人研究のレポート提出
第１２回 グループ研究のプレゼンテーション
第１３回 まとめ 個人研究のレポート講評
（テキスト）
ジャン＝ミシェル・アダン（末松寿、佐藤正年訳、２００４）『物語論―プロッ
プからエーコまで』白水社（文庫クセジュ）
・キャリアデザイン学演習（ゼミ）
（演習のテーマ）
「文化研究とマーケティング・広告・メディア研究の結合」を共通のテーマ
とします。
個人、グループは、キャリアデザインという大きな枠組みの中で、文化、マー
ケティング、広告、メディアなどの領域からそれぞれテーマを設定して研究し
ます。たとえばマーケティング・広告・メディアと関連する人物のキャリアヒ
ストリー、各国の文化と広告表現、各時代の文化と商品、商品・広告と物語、
メディアに描かれた生き方・働き方、キャリアデザイン研究を生かしたマーケ
ティング・広告・メディア企画の開発など多種多様なものが考えられます。
（演習の内容、進め方など）
学生主体で運営していきます。３・４年生合同。
学生は個人＆グループでそれぞれテーマを設定して研究を進め、教員はこれ
をサポートします。
３年次前期は、研究方法・関連情報についての教員からの説明、主にグルー
プ研究発表、ディスカッションにより進めます。３年次後期は、主に個人研究
を中心とした発表、ディスカッションを中心に進めます。特定のプロジェクト
を進めることもあります。
４年次は個人研究を中心とした発表、卒業論文中心に進めます。卒業論文
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は、基本的に提出を義務付けます。
合宿を夏に行います。
以上の過程で適宜、企業・広告会社・メディアからゲスト講師を招いたり、
見学に行ったりします。
（履修の条件、学生への要望など）
人間とは？文化とは？などの根源的な問いに関心を持つとともに、いま目の
前で動いている商品や広告やメディアにも目を向けて、両方を結びつけて考察
しようとする、そんな人に期待しています。
学生による授業改善アンケート
・マーケティングと文化 ２０１０前期 履修者１５３人 「履修してよかった」
７９．７％（学部平均７４．４％）
・メディア文化論 ２０１０前期 履修者２８０人 「履修してよかった」７４．２％
（学部平均７２．８％）
・広告ビジネス論 ２００９後期 履修者１８５人 「履修してよかった」９０．３％
（学部平均７６．９％）
・２年ゼミ（キャリアデザイン学基礎演習）２０１０前期 履修者１８人 「履修
してよかった」１００％（学部平均８２．１％）
・ゼミ（キャリアデザイン学演習） ２０１０前期 履修者２２人 「履修してよ
かった」９４．７％（学部平均８２．１％）
３ 学部での研究活動
研究活動としては、法政大学キャリアデザイン学部紀要、法政大学キャリア
デザイン学会紀要への寄稿、日本広告学会、国際陰陽科学会での研究発表、中
国とフランスでの研究発表・講演ほかを行った。
◇論文
文化メディエーターとしてのマーケター～マーケティング分野のキャリア設
計に関する一考察～
『法政大学キャリアデザイン学部紀要』第２号 ２００５年３月
広い意味でのマーケティングを将来の仕事として想定した場合の大学生をは
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じめとした個人のキャリア設計に関して考察し、提言を行なった。生涯を通し
て関わっていくことのできるキャリアとして提案したのは、「異なる存在の間
を媒介して文化価値の創造、文化の活性化にかかわり、同時に市場価値を形成
するマーケター」（文化メディエーターとしてのマーケター）である。
生活文化産業の発展とキャリアデザイン―マーケティング・キャリアを中心
に―
『法政大学キャリアデザイン学会紀要』vol．３ ２００６年３月
生活と文化が融合した産業である「生活文化産業」が、今後わが国の産業の
中核のひとつを形成していくと予想されている。このような環境下での大学生
のキャリアデザイン、特にマーケティングと関連したキャリアデザインについ
て考察し、いくつかの提言を行なった。
日中広告文化の違い―最近の広告摩擦を機に考える―
『２１世紀 COE国際日本学研究叢書３』 ２００６年３月
編集：法政大学国際日本学研究所、発行：法政大学国際日本学研究センター
最近、日系企業をはじめとする外国企業の中国におけるいくつかの広告活動
が中国国民から強く批判される出来事が相次いだが、こうした広告摩擦の背景
として文化の違いをあげることができる。日本と中国の広告文化の違いについ
て、記号論の枠組みを使って考察した。
日中の広告活動・広告教育の比較
『法政大学キャリアデザイン学部紀要』第４号 ２００７年３月
日本と中国の広告活動および広告教育の比較研究を行い、その成果を広告分
野と関連するキャリア教育に生かすことを目的とする。中国の大学で広告を専
門とする２教授を訪ねて「中国の広告活動・広告教育」をテーマとしてインタ
ビューを行なった。陳剛氏（北京大学新聞与伝播学院副院長・教授）、劉瑞武
氏（北京連合大学広告学院院長・教授）。
以上を踏まえて、日中の大学における広告教育についてデータで比較すると
ともに、考察を行なった。
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広告研究への東洋的アプローチ
『法政大学キャリアデザイン学部紀要』第５号 ２００８年３月
広告研究への東洋的アプローチを行なうことにより、新時代に入った広告活
動に対応するとともに、広告研究の新しい地平を探ることを目的とする。特に
陰と陽の対立と相関によって万物の変化を説明する陰陽説に着目する。これを
人文科学・社会科学からとらえなおして理論化体系化を行い、西洋の広告コ
ミュニケーション理論との結合を図り、広告研究―消費者調査・媒体計画・広
告表現など―に応用するための提言を行なった。
マーケティング分野のキャリアモデル研究について
『法政大学キャリアデザイン学部紀要』第６号 ２００９年３月
自・他のキャリアを構想・設計する上で意義のある方法のひとつとして、
キャリアモデル研究があげられる。この分野には一定の研究成果の蓄積がある
が、専門分野のモデルについてはまだ研究事例が少ない。本稿では、専門分野
のひとつであるマーケティング関連分野のキャリアモデル研究の方法を検討
し、ケーススタディーを行った。「トランジション（移行期、節目）」に着目す
るキャリア理論と「市場解釈・市場創造」の過程を重視するマーケティング理
論の結合を図り、それに拠ってキャリアヒストリーの読み解きを行った。
試論・キャリアデザインとマーケティングの相互乗り入れ
『法政大学キャリアデザイン学部紀要』第７号 ２０１０年３月
本稿の目的は、キャリアデザインとマーケティングの関係について考え、両
者の相互乗り入れを試みることにより、両者双方にとって意義のある新領域を
切り開くことである。
具体的には以下。１）マーケティングの考え方と方法をキャリアデザインに
生かす２）キャリアデザインの考え方と方法をマーケティングに生かす につ
いて考察。
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テレビ番組を素材としたキャリアヒストリー研究について
『生涯学習とキャリアデザイン 法政大学キャリアデザイン学会紀要』vol．７
２０１０年３月
大学生のキャリアデザインの基礎となるものとして、キャリアヒストリー研
究をあげることができる。ある個人ないしは集団がどのように生き、働いてき
たのかを歴史的に考察する研究である。この際、テレビ番組は素材の候補とな
るだろう。近年キャリアに焦点を当てたテレビ番組が目立つようになってき
た。
本稿では、キャリア論、物語論の両方から、また両者を結びつけてこのこと
について考えてみたい。具体的には、トランジション（移行期、転機）を重視
するキャリア論と、構造を重視する物語論を結合した理論フレームを構築し、
これによってテレビ番組を素材にキャリアヒストリーを研究する方法論を提示
することになる。
◇著書
コンテンツマーケティング
共著。同文館出版、２００４年６月
第３章「コンテンツマーケティングと物語性」を担当。
物語論の研究成果をコンテンツのマーケティングに応用する提案した。ま
ず、物語性という枠組みを通してマーケティング対象のコンテンツ消費の市場
情報を読む方法論を示した。さらに、物語性を生かしてマーケティング主体が
市場へ向けたコンテンツ商品の開発・提供、販促などを行う方法について考察
した。
日中文化の交差点 共著。編者：王敏、三和書籍、２００８年３月
Ⅰ 日中比較文化篇のうちの「日中広告文化の違い―最近の広告摩擦を機に
考える―」を担当
最近、日系企業をはじめとする外国企業の中国における広告活動が中国国民
から強く批判される出来事が相次いだが、こうした広告摩擦の背景として文化
の違いをあげることができる。日本と中国の広告文化の違いについて、記号論
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の枠組みによる具体的な広告作品の分析を通して考察した。
Content Marketing 平成２１年４月
共著『コンテンツマーケティング』（同文館出版）の韓国での翻訳出版。
◇研究発表
陰陽科学と広告計画 ２００４年１１月 「東洋の知恵と広告、コミュニケーショ
ン」国際シンポジウム 於・浙江大学（中国）主催：浙江大学新!与"播学
院、国際陰陽科学会
古代中国に生まれ、日本で発展した陰陽説を社会科学の視点でとらえなおし
て陰陽科学として理論化・体系化し、メディア戦略、メッセージ戦略をはじめ
とした広告計画に生かすための方法論について発表した。
広告と陰陽科学 ２００７年１２月 日本広告学会全国大会 於：関西大学ほか４
大学の共催により京都市内の会場で開催
東洋の伝統的な思想である陰陽説を人文科学・社会科学からとらえなおして
陰陽科学として体系化し、これと広告を結びつけて、広告研究の新しい地平を
開くことをめざした。陰陽の対立・相補、消長・循環、欠乏・過剰に留意した
消費者分析・企業分析、今日的課題に対応するクリエーティブ、メディアプラ
ンニングほかについて提言を行なった。
広告活動と広告教育 ２００９年１１月 中国高等教育学会新聞学とコミュニケー
ション学専門委員会広告学研究分科会（中国広告教育年会）第八回学術大会
於：曁南大学 統一テーマ：「展望と対策：広告教育の革新と発展」
中国の広告関係の研究者が集まる全国大会で、日本における近年の広告活
動、および広告教育の現状と課題について発表した。
日中の広告文化―共通点・相違点・文化摩擦 ２０１０年７月 法政大学国際日
本学研究センター、国際日本学研究所主催
大連民族学院の研究者を迎えて行なわれたシンポジウムで研究発表
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日本と中国の広告文化、特に広告表現の共通点と相違点、そして近年起こっ
た広告摩擦（根底に文化摩擦がある）について述べた。
◇講演
Histoire de la Publicité au Japon（日本の広告の歴史） ２００６年３月 於：
Maison Universitaire France－Japon
アルザス地方 Strasbourg（ストラスブール）のMaison Universitaire
France－Japon （日仏大学会館）主催の講座企画における、フランス語によ
る講演。
１７世紀から現代までの日本の広告の歴史を、社会・文化の変化と関連させな
がら振りかえった。近代広告の開始以前に、その原型となるような活動が行な
われていた。近代広告が始まったのは１９世紀後半の明治維新後であり、欧米の
企業、広告から多くを学びその影響を受けながらも、表現やメディアの使い方
などに関して独特の発展を遂げてきた。①美しいものを愛する②自然との共生
を図ろうとする③人間関係に配慮する④伝統を引き継ぐ一方で新しいものを取
り入れるのが速い、などの特徴について説明した。
Histoire de la Publicité au Japon（日本の広告の歴史） ２００６年３月
於：Geispolsheim市
アルザス地方 Geispolsheim（ガイスポルサイム）市協賛 １ ere Exposition
des Arts japonais（第１回日本芸術展）におけるフランス語による講演。
上記のMaison Universitaire France－Japonでの講演とほぼ同じ内容。
日本における広告活動と広告教育 ２００６年５月、２００６ Global Chinese Ad-
vertising Education Forum. Theme: The Innovation of Asian Advertising
and Chinese Advertising Education「アジアの広告の革新と広告教育」主催：
北京大学新!与"播学院、於：北京大学（全中国の広告を専門とする大学教員
が集まった国際フォーラム。）
フォーラムの基調講演を行った。変革期にある日本の広告界について概説
し、松下電器ほかの最近の広告事例について紹介。これを踏まえて、中国と比
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較しながら日本の広告教育の現状を紹介し、今後のありかた、特に広告のキャ
リア教育について意見を述べた。
コンテンツ産業における物語性マーケティングの方法 ２００７年４月 於：曁
南大学（中国）
アニメ、マンガ、ゲーム、キャラクター、映画、パソコンやケータイの動画
などのコンテンツ産業が、日本ではこれから発展する産業として注目されるよ
うになってきた。日本におけるこの産業の現状を述べ、今後の発展の方向性、
および物語性を重視したマーケティングとの関連について意見を述べた。
◇北京大学での講演 キャリア体験学習（国際）関連
キャリア体験学習（国際）関連の打ち合わせおよび実施のため北京大学へ
行った際に以下の計３回の講演を行なった
人生設計・職業設計と広告教育 ２００６年９月
主催：北京大学人的資源開発・管理研究センター
広告分野のキャリア教育 ２００９年８月
主催：北京大学日本研究センター
日中の広告文化 ２０１０年９月
主催：北京大学文化資源研究センター
４ 結合・融合領域へのアプローチ―まとめに代えて―
キャリアデザイン学部における教育と研究を振り返って思うことは以下であ
る。
教育については、基礎的な理論とともに、実務への応用を示した。その時々
にふさわしい斬新な情報を紹介することを心がけた。インターネット、DVD
などによる映像資料の活用もできるだけ盛り込んだ。ゼミや授業の中で学生か
ら学んだことも非常に多い。これには特に感謝している。
研究についてはさまざまな理論を参照し引用する学際的なものとなった。
キャリアデザイン論、広告論、マーケティング論、メディア文化論、コミュニ
ケーション論、物語論、文化記号論、陰陽理論ほかが関連してきた。
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全体として、私が関心を持って行ってきたことは何かと何かを結びつけ、融
合を図るような仕事だったと言えるかもしれない。
先述のように理論と実務を結びつけることには重点を置いてきた。同時に
キャリアデザインと文化、キャリアデザインとマーケティング、マーケティン
グと文化、メディアと文化、物語論とマーケティング、陰陽理論と広告など、
異なる領域を結び付けようとした。
このような作業を行う際、学問やビジネスの現状を前提とせず、これからの
ありかたについて考えようとする意識はいつも持っていたと思う。
教育についても研究についても開発途上にあって、満足できるところまで到
達していない。今後も思考と実践を継続していきたい。
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経 歴
福田敏彦（ふくだとしひこ）
１９４４年 埼玉県に生まれる
１９６８年 横浜市立大学文理学部文科卒業
１９７０年 東京大学大学院社会学研究科社会学専門課程
Bコース（新聞学）修士課程修了、社会学修士
１９７０年 株式会社電通入社
ラジオテレビ局、広報室、マーケティング局、コーポレート・コミュ
ニケーション局専任部長、第２マーケティング・プロモーション局部
長、広報室社史編集部部長、広報室広報２部部長
２００４年 株式会社電通退職
２００４年 法政大学キャリアデザイン学部教授
………………………………………………………………………………
社会的活動
２００４年度 茨城県「いばらきイメージアップ推進会議」アドバイザー委員
２００５年度～２０１０年度 独立行政法人中小企業基盤整備機構「広報アドバイザー
会議」委員長
２００９年度～ 社団法人日本パブリックリレーションズ協会資格制度試験委員会
委員
著書：『物語マーケティング』竹内書店新社、１９９０．
以下共著：『コミュニケーションの冒険』電通、１９８６．
『広告の記号論』日経広告研究所、１９８８．
『文化の消費が始まった』日本経済新聞社、１９８９，
『文化、記号のマーケティング』国元書房、１９９３．
『地域が語り始めた－自治体と情報発信－』電通、１９９５．
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“Société et Publicité Nipponnes～Kaléidoscope du Japon contempo-
rain～”, Editions You− Feng, France、２００２．
『ケースブック国際経営』有斐閣、２００３．
『コンテンツマーケティング』同文館出版、２００４．
『日中文化の交差点』三和書籍、２０００８．
“Content Marketing”, Time of Wheel（韓国）、２００９．
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